
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・校内研究会の充実。
・相互授業参観の実施。
・他校授業実践の参観。

・年6回の研究授業を実
践。月１回の相互授業
参観。年３回以上の区
内外の参観。

70 B
・研究授業、相互授業参観を計
画通り実施し、授業力向上に努
めている。

B

・放課後学習教室、家庭学
習の充実。
・個に応じた学習の充実。

・区学力調査で全学年
で全国平均を上回る。
定着度調査正答率70%
以上９割。

80 B
・全国学力調査では、国語・算
数・理科ともに東京都平均を上
回ることができた。

A

・他教科との関連を図り、
探究的な学習を推進する。

・月２回の読み聞か
せ、年３回の読書月間
を活用する。

50 C
・取組が不十分で、手本となる
実践例を基に、周知を図ってい
く。

C

・週１回の運動遊び、年３
回のなわとび週間の設定。
・授業の中で課題を意識し
た補助運動を取り入れる。

・体力調査で全学年、
全種目全国平均を上回
る。

70 B
・体育の授業の中で、課題であ
る力、動き等を取り入れてい
る。

B

・校内相互授業参観により
授業改善を図る。
・わかる、できる喜びを味
わわせる。

・月１回の相互授業参
観、年３回の自己申告
面接等で課題を把握す
る。

50 C

・全学級の体育の授業を参観
し、運動の特性を理解し、技能
ポイントを明確にするよう指導
した。

C

・栄養士、養護教諭を中心
に食の安全、健康の大切さ
に関連する教育を充実させ
る。

・児童に全校放送で毎
日発表させる。計測等
の時間を活用し年３回
保健指導をする。

70 B
・担当と栄養士が協議し、食育
教育を充実させるために出前授
業を企画した。

B

・ユニバーサルデザインを
意識した学習環境づくり。

・週に1回、巡回指導教
員、特別支援教室専門
員と担任が連携を図
る。

60 C
・特別な支援を要する児童に対
し、教職員間で常に情報交換を
して、対応を検討している。

C

・エンカレッジルーム使用
の約束、指導方針を決め、
必要な児童のために環境を
整える。

・生活指導部を中心
に、使用上の留意点を
随時見直し効果的に活
用する。

80 B
・エンカレッジルームの使用の
約束を確認した。現在利用者は
ゼロ。

B

・副籍交流、共同学習の推
進を図る。

・月に１回の学校だよ
り等の交換や体験的な
交流学習を設定する。

70 B
・月に1回、給食をともに食べる
機会を設けている。今後は体育
の授業での交流を計画する。

B

・年３回のアンケート、毎
日のL-gateを活用し、児童
の変化を早期に捉える。

・未然防止、早期発
見、早期解決を目指
す。新規不登校の発生
をゼロにする。

80 B
・アンケートの実施、分析を丁
寧に行っている。新規不登校者
は現在のところゼロ。

B

・児童の変容を察知し、い
じめ対策委員会を早期に開
き、組織的に対応を検討実
行する。

・毎日、放課後の時間
を活用し、児童の様子
を詳細に把握する。

80 B
・いじめに関する研修を実施
し、組織的にきめ細かく児童の
様子を見守っている。

B

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

・いじめの未然防止、早期発見
に努めてほしい。

・学校全体として組織的に見守
り続けてほしい。

〇いじめ、不登校
の未然防止、早期
発見、早期解決

〇組織的な対応の
確立

〇読書科の
　更なる充実

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の充実

・特別な支援を要する児童に対
する校内体制や支援について情
報提供してほしい。

〇エンカレッジ
ルームの活用促進

・エンカレッジルームを利用し
た児童のその後の状態や経過を
知りたい。

〇副籍交流及び共
同学習の実施充実

・副籍交流により共生社会の実
現に向かう。

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

体
力
の
向
上

・縄跳びにより、更なる体力向
上を目指してほしい。
・授業だけでなく、家庭・地域
で体力増進に取り組みたい。

・体育授業の専門教諭の指導、
教示を受けることがあってもよ
い。

・食事と生活習慣病の関係を児
童に指導してほしい。
・食育の重要性について保護者
にも理解促進を図ってほしい。

〇授業力の向上

〇基礎基本の定着

〇体力の向上

〇体育の授業力
向上

〇食育、健康教育
の充実

学
力
の
向
上

・授業工夫が感じられ、授業力
向上に努めている。

・3教科とも都平均を上回ったの
は喜ばしい。取組内容が充実し
た結果が表れた。

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

・読書月間を活用し、読書が好
きになってほしい。

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和７年度　江戸川区立小松川小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
〇心豊かな　思いやりのある子
〇よく考え　進んでやりとおす子
〇健康な　明るい子

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

〇「わかる」「できる」喜びを味わい、確かな学力を身に付けられる学校
〇自他ともに大切にする知・徳・体のバランスのとれた児童
〇一人一人がやりがいを感じ、情熱をもって教育活動を実践できる教師

前年度までの
本校の現状

〇授業力向上、学力向上に向けた取組に対して教師の意識が高まった。
〇全教職員で全児童を見守り、児童一人一人を大切にする組織体制を整えた。

〇確かな学力や主体的に学ぶ児童の育成について課題が残る。
〇個々の教師が授業力向上のための研鑽の場が少なかった。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度



・スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワー
カー等との連携。

・不登校、不登校傾
向、いじめ該当者の関
係機関との連携を
100%にする。

80 B
・不登校児童家庭と、SSW、
SCと連携させることができた。 B

・学校ホームページを通し
て保護者、地域の方々に学
校での様子をより分かりや
すく情報発信する。

・全学年週に1回以上、
児童、学校の様子を発
信する。

80 B
・各お便り以外の更新は７月ま
でに１１１回。年間３００回の
更新を目安に発信していく。

B

・学校評議委員会を年３回
実施し、学校運営について
のご意見、助言をいただ
く。

・各種アンケート、学
校公開等により、情報
を発信するとともにお
意見を参考にする。

60 C

・学校評議委員会では、学校運
営についての助言や励ましをい
ただいている。６月は実施済
み、11月、２月に開催予定。

B

・校内研究授業の充実、放
課後学習教室、夏季学習教
室の実施、家庭学習の充
実。

・区学力調査、昨年度
に比べ全学年３％向上
させる。

80 B
・５月にA層の育成に関する授
業公開を実施。授業力向上を中
心に学力向上に取り組む。

B

・教育課題推進校として心
理教育プログラムに取り組
み、区内へ周知する。

・スクールカウンセ
ラーや心理士と連携
した年９回の研究授
業を実践する。

80 B
・６月に１回目の授業研究を実
施。教育委員会、講師とともに
研究し広く周知していく。

B

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

〇学校ホームペー
ジの充実

・学校ホームページや各便りに
より、学校の様子が分かりやす
い。

〇学校関係者評価
の充実

・学校評議員会を各学期ごとに
実施し、各学級の授業観察をし
たり、丁寧な報告を受けたりし
ている。

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

〇学力強化指定校
としての取組

・授業力向上と家庭学習の両輪
で学力向上を目指してほしい。
・特に外国語の教科に力を注い
でほしい。

〇心理教育プログ
ラムの実践

・SCや心理士と協力した心理教
育プログラム研究授業について
紹介し、PRしてほしい。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

〇外部機関との
連携強化

・不登校児童が家庭、社会で何
をして過ごしているか把握をし
てほしい。


